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ビル＆キープ方式が、音声通信サービス利用者および同サービスの提供事業者の全
体利益に叶うかどうかを、現時点で判断することは時期尚早と思料

1. IP網への移行後の、音声通話の総量がどのように推移するかを現時点で予測する
ことが困難

2. 総量のみならず、各事業者において通話量がどのように推移するかを現時点で予
測することが困難

3. 事業者ごとに発着のバランスは異なり、網維持コストも異なるため、公平なコス
ト負担となるかが不明

4. 大規模事業者の意見のみで推進されると、市場の寡占化が進む懸念が存在

慎重に時間をかけて検討することが必要
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